
(57)【要約】

【課題】回転テーブルの回転中心(センターピンの中心)

にスタンパのグルーブの中心を一致させた形態でディス

ク基板をスタンパに貼り合わせる光ディスクの製造装置

を提供する。

【解決手段】回転テーブルＴ7に固定保持されてＵＶ硬

化性樹脂36が塗布されたスタンパ18に対し、センターピ

ン11を下降し基板29をスタンパ18に貼り合わせ、ＵＶ照

射により樹脂36を硬化させて基板29表面にスタンパ18の

情報記録面を転写した記録樹脂層を形成する転写工程と

、記録樹脂層一体化基板29をスタンパ18から剥離する剥

離工程を備えた光ディスクの製造装置で、回転テーブル

Ｔの外周縁部にテーブル本体17を水平方向に移動調整す

る調整ねじ195を設け、スタンパ18外周縁の一部を上方

のＣＣＤカメラ40で撮影し、スタンパ18表面のグルーブ

最外周見切線18aの映像をモニタ画面44に写し、回転テ

ーブルＴが回転してもモニタ画面44のグルーブ見切線18

aがふらつかないように調整ねじ195を操作してテーブル

本体17の水平位置を調整する。

【選択図】図２（ａ）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 セ ン タ ー ピ ン で 支 持 さ れ た 光 透 過 性 基 板 と 、 上 記 セ ン タ ー ピ ン を 中 心 に し て 設 定 さ れ る
ス タ ン パ と の 間 に 、 こ の ス タ ン パ の 記 録 面 が 転 写 さ れ た 記 録 樹 脂 層 が 設 定 さ れ る よ う に し
た 光 情 報 記 録 媒 体 を 製 造 す る 装 置 に お い て 、
　 上 記 セ ン タ ー ピ ン を 中 心 軸 部 と し て 設 定 さ れ 、 そ の 上 面 に ス タ ン パ の 内 径 部 に 当 て ら れ
る ガ イ ド リ ン グ を 設 定 し 、 そ の 表 面 に 発 生 す る 負 圧 吸 引 力 ま た は 磁 力 で ス タ ン パ を 固 定 保
持 す る よ う に 構 成 し た 回 転 テ ー ブ ル と 、
　 上 記 回 転 テ ー ブ ル の 中 心 部 で 、 上 記 セ ン タ ー ピ ン の 外 周 部 に 近 接 す る 位 置 に 形 成 さ れ た
空 気 放 出 孔 と 、
　 上 記 セ ン タ ー ピ ン を 昇 降 動 作 さ せ る 手 段 と を 具 備 し 、
　 回 転 テ ー ブ ル に 固 定 保 持 さ れ て そ の 上 面 に 紫 外 線 硬 化 性 樹 脂 が 塗 布 さ れ た ス タ ン パ に 対
し セ ン タ ー ピ ン を 下 降 さ せ て 光 透 過 性 基 板 を ス タ ン パ に 貼 り 合 わ せ る と と も に 、 紫 外 線 を
照 射 し て 紫 外 線 硬 化 性 樹 脂 を 硬 化 さ せ る こ と で 、 光 透 過 性 基 板 の 表 面 に ス タ ン パ の 情 報 記
録 面 を 転 写 し た 記 録 樹 脂 層 を 形 成 す る 転 写 工 程 と 、
　 上 記 セ ン タ ー ピ ン を 微 少 量 上 昇 さ せ る と と も に 、 上 記 空 気 放 出 孔 か ら 空 気 を 放 出 す る こ
と で 、 光 透 過 性 基 板 に 一 体 の 記 録 樹 脂 層 と テ ー ブ ル に 吸 着 さ れ た ス タ ン パ と の 間 に 空 気 層
を 形 成 し て 、 記 録 樹 脂 層 を 一 体 化 し た 光 透 過 性 基 板 を ス タ ン パ か ら 剥 離 す る 剥 離 工 程 と を
備 え た 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 回 転 テ ー ブ ル は 、 上 面 側 が 開 口 す る 皿 型 の 受 け 台 と 、 そ の 内 径 側 に 前 記 ガ イ ド リ ン
グ が 固 定 さ れ 、 前 記 受 け 台 に 収 容 さ れ 該 受 け 台 に 対 し 水 平 方 向 に 微 小 量 ス ラ イ ド 可 能 な ス
タ ン パ 被 載 置 部 で あ る テ ー ブ ル 本 体 で 構 成 さ れ る と と も に 、 前 記 回 転 テ ー ブ ル の 外 周 縁 部
に 前 記 テ ー ブ ル 本 体 を 水 平 方 向 に 移 動 調 整 す る 水 平 移 動 調 整 機 構 が 設 け ら れ 、
　 前 記 回 転 テ ー ブ ル の 上 方 に は 、 前 記 ス タ ン パ 外 周 縁 部 の 周 方 向 一 部 を 撮 影 す る Ｃ Ｃ Ｄ カ
メ ラ が 設 け ら れ 、 前 記 回 転 テ ー ブ ル の 近 傍 に は 、 前 記 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ で 撮 影 し た 前 記 ス タ ン
パ 表 面 に 形 成 さ れ て い る グ ル ー ブ の 最 外 周 見 切 線 を 映 し 出 す デ ィ ス プ レ イ 装 置 の モ ニ タ 画
面 が 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 水 平 移 動 調 整 機 構 は 、 前 記 受 け 台 の 外 周 等 分 ３ 箇 所 に 配 設 さ れ て 、 前 記 テ ー ブ ル 本
体 を 半 径 方 向 に そ れ ぞ れ 突 き 押 し 動 作 す る マ イ ク ロ メ ー タ で 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 マ イ ク ロ メ ー タ 配 設 位 置 と 干 渉 し な い 前 記 受 け 台 の 外 周 等 分 ３ 箇 所 に は 、 前 記 テ ー
ブ ル 本 体 の 水 平 傾 斜 を 調 整 す る 傾 斜 調 整 機 構 を 構 成 す る 調 整 ね じ が そ れ ぞ れ 配 設 さ れ た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 傾 斜 調 整 機 構 は 、 前 記 受 け 台 の 外 側 に 下 向 き に 配 設 さ れ た 調 整 ね じ と 、 前 記 受 け 台
の 底 面 壁 を 貫 通 し て 前 記 テ ー ブ ル 本 体 を 下 方 か ら 支 持 す る 垂 直 ロ ッ ド と 、 前 記 受 け 台 の 下
方 に お け る 前 記 調 整 ね じ 先 端 部 と 前 記 垂 直 ロ ッ ド 下 端 部 間 に 介 装 さ れ て 、 前 記 調 整 ね じ の
回 動 に 対 し 前 記 垂 直 ロ ッ ド を 連 係 動 作 さ せ る 上 下 揺 動 レ バ ー を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ に 記 載 の 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば オ ー デ ィ オ 用 、 ビ デ オ 用 、 さ ら に は 情 報 機 器 用 の デ ー タ 記 録 用 等 に
用 い ら れ る 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 に 係 り 、 特 に 特 許 第 ２ ５ ０ ９ ９ ７ ８ 号 、 特 許 第 ２ ５
０ ９ ９ ７ ９ 号 の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 光 情 報 記 録 媒 体 の 一 種 で あ る 光 デ ィ ス ク は 、 例 え ば 下 記 特 許 文 献 に 示 さ れ る よ
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う に 、 デ ー タ が 記 録 さ れ た マ ス タ ー と な る ス タ ン パ を 回 転 テ ー ブ ル 上 に 載 置 固 定 し 、 紫 外
線 に よ っ て 硬 化 さ れ る 性 質 を 有 す る 樹 脂 （ 以 下 、 紫 外 線 硬 化 性 樹 脂 と い う ） を ス タ ン パ の
表 面 に 塗 布 し た 後 、 回 転 テ ー ブ ル に 対 し 昇 降 動 作 可 能 な セ ン タ ー ピ ン で 支 持 し た 光 透 過 性
デ ィ ス ク 基 板 を セ ン タ ー ピ ン と と も に 下 降 さ せ る こ と で 、 ス タ ン パ の 樹 脂 塗 布 面 に デ ィ ス
ク 基 板 を 積 層 状 態 に し て 貼 り 合 わ せ 、 デ ィ ス ク 基 板 の 上 方 か ら 紫 外 線 を 照 射 し て 樹 脂 層 を
硬 化 さ せ る こ と で 、 デ ィ ス ク 基 板 に 一 体 化 さ れ た 樹 脂 層 の 表 面 に ス タ ン パ の 情 報 記 録 面 （
記 録 デ ー タ ） を 転 写 し た 後 、 記 録 樹 脂 層 を 一 体 化 し た デ ィ ス ク 基 板 を ス タ ン パ か ら 剥 離 す
る こ と で 、 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 回 転 テ ー ブ ル 上 に 載 置 さ れ た ス タ ン パ は 、 セ ン タ ー ピ ン と 同 心 円 状 に 設 け ら れ た
回 転 テ ー ブ ル 内 径 側 の ガ イ ド リ ン グ に そ の 内 径 孔 を 係 合 さ せ る こ と で 位 置 決 め さ れ 、 一 方
、 デ ィ ス ク 基 板 は 、 セ ン タ ー ピ ン に そ の 内 径 孔 を 直 接 係 合 さ せ る こ と で 位 置 決 め さ れ 、 い
ず れ も セ ン タ ー ピ ン に 対 し て 位 置 決 め さ れ た 形 態 で 貼 り 合 わ せ が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ５ ０ ９ ９ ７ ８ 号 、 特 許 第 ２ ５ ０ ９ ９ ７ ９ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 上 記 特 許 文 献 に 示 す 装 置 で は 、 ス タ ン パ は 、 セ ン タ ー ピ ン と 同 心 円 状 に 設 け ら
れ た ガ イ ド リ ン グ に そ の 内 径 孔 を 係 合 さ せ る こ と で 位 置 決 め さ れ る が 、 ス タ ン パ 表 面 に 形
成 さ れ て い る グ ル ー ブ の 中 心 が セ ン タ ー ピ ン の 中 心 軸 に 対 し て 位 置 決 め さ れ て い る わ け で
は な い の で 、 た と え デ ィ ス ク 基 板 が セ ン タ ー ピ ン に 対 し 正 確 に 位 置 決 め さ れ て い る と し て
も 、 貼 り 合 わ せ る こ と で 製 造 さ れ た 光 デ ィ ス ク の 内 径 部 の 中 心 と 転 写 記 録 樹 脂 層 の グ ル ー
ブ の 中 心 と が 一 致 し な い 不 良 品 と な る お そ れ が あ っ て 、 製 造 上 の 歩 留 ま り が 悪 い と い う 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 前 記 し た 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 回 転 テ ー ブ ル の
回 転 中 心 で あ る セ ン タ ー ピ ン の 中 心 軸 に ス タ ン パ の グ ル ー ブ の 中 心 を 一 致 さ せ た 形 態 で 光
透 過 性 基 板 を ス タ ン パ に 貼 り 合 わ せ る こ と が で き る 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 に お い て は 、 セ ン タ
ー ピ ン で 支 持 さ れ た 光 透 過 性 基 板 と 、 上 記 セ ン タ ー ピ ン を 中 心 に し て 設 定 さ れ る ス タ ン パ
と の 間 に 、 こ の ス タ ン パ の 記 録 面 が 転 写 さ れ た 記 録 樹 脂 層 が 設 定 さ れ る よ う に し た 光 情 報
記 録 媒 体 を 製 造 す る 装 置 に お い て 、
　 上 記 セ ン タ ー ピ ン を 中 心 軸 部 と し て 設 定 さ れ 、 そ の 上 面 に ス タ ン パ の 内 径 部 に 当 て ら れ
る ガ イ ド リ ン グ を 設 定 し 、 そ の 表 面 に 発 生 す る 負 圧 吸 引 力 ま た は 磁 力 で ス タ ン パ を 固 定 保
持 す る よ う に 構 成 し た 回 転 テ ー ブ ル と 、
　 上 記 回 転 テ ー ブ ル の 中 心 部 で 、 上 記 セ ン タ ー ピ ン の 外 周 部 に 近 接 す る 位 置 に 形 成 さ れ た
空 気 放 出 孔 と 、
　 上 記 セ ン タ ー ピ ン を 昇 降 動 作 さ せ る 手 段 と を 具 備 し 、
　 回 転 テ ー ブ ル に 固 定 保 持 さ れ て そ の 上 面 に 紫 外 線 硬 化 性 樹 脂 が 塗 布 さ れ た ス タ ン パ に 対
し セ ン タ ー ピ ン を 下 降 さ せ て 光 透 過 性 基 板 を ス タ ン パ に 貼 り 合 わ せ る と と も に 、 紫 外 線 を
照 射 し て 紫 外 線 硬 化 性 樹 脂 を 硬 化 さ せ る こ と で 、 光 透 過 性 基 板 の 表 面 に ス タ ン パ の 情 報 記
録 面 を 転 写 し た 記 録 樹 脂 層 を 形 成 す る 転 写 工 程 と 、
　 上 記 セ ン タ ー ピ ン を 微 少 量 上 昇 さ せ る と と も に 、 上 記 空 気 放 出 孔 か ら 空 気 を 放 出 す る こ
と で 、 光 透 過 性 基 板 に 一 体 の 記 録 樹 脂 層 と テ ー ブ ル に 吸 着 さ れ た ス タ ン パ と の 間 に 空 気 層
を 形 成 し て 、 記 録 樹 脂 層 を 一 体 化 し た 光 透 過 性 基 板 を ス タ ン パ か ら 剥 離 す る 剥 離 工 程 と を
備 え た 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 で あ っ て 、
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　 前 記 回 転 テ ー ブ ル を 、 上 面 側 が 開 口 す る 皿 型 の 受 け 台 と 、 そ の 内 径 側 に 前 記 ガ イ ド リ ン
グ が 固 定 さ れ 、 前 記 受 け 台 に 収 容 さ れ 該 受 け 台 に 対 し 水 平 方 向 に 微 小 量 ス ラ イ ド 可 能 な ス
タ ン パ 被 載 置 部 で あ る テ ー ブ ル 本 体 で 構 成 す る と と も に 、 前 記 回 転 テ ー ブ ル の 外 周 縁 部 に
前 記 テ ー ブ ル 本 体 を 水 平 方 向 に 移 動 調 整 す る 水 平 移 動 調 整 機 構 を 設 け 、
　 前 記 回 転 テ ー ブ ル の 上 方 に は 、 前 記 ス タ ン パ 外 周 縁 部 の 周 方 向 一 部 を 撮 影 す る Ｃ Ｃ Ｄ カ
メ ラ を 設 け 、 前 記 回 転 テ ー ブ ル の 近 傍 に は 、 前 記 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ で 撮 影 し た 前 記 ス タ ン パ 表
面 に 形 成 さ れ て い る グ ル ー ブ の 最 外 周 見 切 線 を 映 し 出 す デ ィ ス プ レ イ 装 置 の モ ニ タ 画 面 を
配 置 す る よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ 作 用 ） ガ イ ド リ ン グ に 係 合 し て 位 置 決 め さ れ て 回 転 テ ー ブ ル に 固 定 保 持 さ れ る と と も
に 、 そ の 上 面 に 紫 外 線 硬 化 性 樹 脂 が 塗 布 さ れ た ス タ ン パ に 対 し 、 光 透 過 性 基 板 を 支 持 す る
セ ン タ ー ピ ン を 下 降 し て 光 透 過 性 基 板 を ス タ ン パ に 貼 り 合 わ せ る と と も に 、 紫 外 線 を 照 射
し て 紫 外 線 硬 化 性 樹 脂 を 硬 化 さ せ る 転 写 工 程 に よ り 、 光 透 過 性 基 板 の 表 面 に ス タ ン パ の 情
報 記 録 面 を 転 写 し た 記 録 樹 脂 層 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 光 透 過 性 基 板 と ス タ ン パ と の 間 に 硬 化 さ れ た 記 録 樹 脂 層 が 形 成 さ れ た 状 態 で 、
セ ン タ ー ピ ン を 微 小 量 上 昇 さ せ て 光 透 過 性 基 板 の 中 央 部 が ス タ ン パ 面 か ら 微 小 量 離 れ 間 隙
を 形 成 し 、 テ ー ブ ル 中 央 部 か ら そ の 間 隙 部 に 空 気 を 送 り 込 ん で 中 央 部 か ら 樹 脂 層 を 順 次 剥
離 す る 剥 離 工 程 に よ り 、 樹 脂 層 に 剥 離 す る 力 を 作 用 さ せ る こ と な く 基 板 と 一 体 に 樹 脂 層 が
ス タ ン パ か ら 剥 離 さ れ て 、 信 頼 性 の 高 い 状 態 で 光 情 報 記 録 媒 体 （ 光 デ ィ ス ク ） が 製 造 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 特 に 、 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 を 稼 動 さ せ る 前 に 、 回 転 テ ー ブ ル の 回 転 中 心 で あ る セ
ン タ ー ピ ン の 中 心 軸 に 、 回 転 テ ー ブ ル に 固 定 保 持 し た ス タ ン パ の グ ル ー ブ の 中 心 が 一 致 す
る よ う に 、 水 平 移 動 調 整 機 構 に よ っ て テ ー ブ ル 本 体 の 水 平 方 向 の 位 置 を 調 整 す る 作 業 を 行
う 。 即 ち 、 回 転 テ ー ブ ル （ の テ ー ブ ル 本 体 ） に 固 定 保 持 さ れ て い る ス タ ン パ の グ ル ー ブ 中
心 と 回 転 テ ー ブ ル の 回 転 中 心 が 一 致 し て い る 場 合 は 、 回 転 テ ー ブ ル を 回 転 さ せ て も デ ィ ス
プ レ イ 装 置 の モ ニ タ 画 面 に 映 る ス タ ン パ 表 面 に 形 成 さ れ て い る グ ル ー ブ の 最 外 周 見 切 線 位
置 は 変 位 せ ず 、 一 方 、 ず れ て い る 場 合 は 、 回 転 テ ー ブ ル を 回 転 さ せ た と き に モ ニ タ 画 面 に
映 る グ ル ー ブ の 最 外 周 見 切 線 位 置 が 変 位 す る 。 こ の た め 、 回 転 テ ー ブ ル を 所 定 角 度 毎 に 回
転 （ 例 え ば 、 １ ２ ０ 度 毎 に 回 転 ） さ せ た と き の 各 モ ニ タ 画 面 に 映 る 最 外 周 見 切 線 位 置 が 変
位 し な い よ う に 、 モ ニ タ 画 面 を 見 な が ら 水 平 移 動 調 整 機 構 を 操 作 し て 、 受 け 台 に 対 し テ ー
ブ ル 本 体 を 水 平 方 向 に 移 動 調 整 （ セ ン タ ー ピ ン に 対 し テ ー ブ ル 本 体 を 水 平 方 向 に 移 動 調 整
） す る こ と で 、 ス タ ン パ 表 面 に 形 成 さ れ て い る グ ル ー ブ の 中 心 が セ ン タ ー ピ ン の 中 心 軸 （
回 転 テ ー ブ ル の 回 転 中 心 ） に 一 致 す る 形 態 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 水 平 移 動 調 整 機 構 に よ っ て 、 ス タ ン パ 表 面 に 形 成 さ れ て い る グ ル ー ブ の 中 心 を
セ ン タ ー ピ ン の 中 心 軸 に 対 し て 位 置 決 め し た 後 に 、 装 置 を 稼 動 す れ ば 、 転 写 工 程 で は 、 回
転 テ ー ブ ル の 回 転 中 心 で あ る セ ン タ ー ピ ン の 中 心 軸 に そ れ ぞ れ 位 置 合 わ せ さ れ た 光 透 過 性
基 板 と ス タ ン パ と が 貼 り 合 わ さ れ る の で 、 光 透 過 性 基 板 の 転 写 記 録 樹 脂 層 の グ ル ー ブ は そ
の 内 径 孔 の 中 心 に 対 し 正 確 に 位 置 決 め さ れ た も の と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に お い て は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 に お い て 、 前
記 水 平 移 動 調 整 機 構 を 、 前 記 受 け 台 の 外 周 等 分 ３ 箇 所 に 配 設 さ れ て 、 前 記 テ ー ブ ル 本 体 を
半 径 方 向 に そ れ ぞ れ 突 き 押 し 動 作 す る マ イ ク ロ メ ー タ で 構 成 さ し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ 作 用 ） テ ー ブ ル 本 体 は 、 受 け 台 の 外 周 等 分 ３ 箇 所 に 設 け ら れ た マ イ ク ロ メ ー タ に よ っ
て 水 平 方 向 に 位 置 決 め で き る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ の マ イ ク ロ メ ー タ の 摘 み を
操 作 す る こ と で 、 受 け 台 に 対 し テ ー ブ ル 本 体 を 水 平 方 向 に 移 動 調 整 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-244635 A 2006.9.14



　 特 に 、 マ イ ク ロ メ ー タ は 、 そ の 摘 み の 回 動 操 作 量 に 比 べ て 進 退 ロ ッ ド の 進 退 量 が 少 な く
、 受 け 台 に 対 し テ ー ブ ル 本 体 を 僅 か に 水 平 移 動 さ せ る 上 で 望 ま し く 、 モ ニ タ 画 面 を 見 な が
ら の 操 作 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に お い て は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 に お い て 、 前
記 マ イ ク ロ メ ー タ 配 設 位 置 と 干 渉 し な い 前 記 受 け 台 の 外 周 等 分 ３ 箇 所 に 、 前 記 テ ー ブ ル 本
体 の 水 平 傾 斜 を 調 整 す る 傾 斜 調 整 機 構 を 構 成 す る 調 整 ね じ を そ れ ぞ れ 配 設 す る よ う に 構 成
し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 作 用 ） テ ー ブ ル 本 体 は 、 受 け 台 の 外 周 等 分 ３ 箇 所 に 設 け ら れ た 調 整 ね じ を 回 動 操 作 す
る こ と で 、 受 け 台 に 対 し テ ー ブ ル 本 体 を 簡 単 に 傾 動 調 整 （ ス タ ン パ の 水 平 に 対 す る 傾 斜 を
調 整 ） で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 を 稼 動 さ せ る 前 に 、 セ ン タ ー ピ ン を 下 降 さ せ て
、 セ ン タ ー ピ ン で 支 持 さ れ た 光 透 過 性 基 板 が 回 転 テ ー ブ ル （ の テ ー ブ ル 本 体 ） に 固 定 保 持
さ れ て い る ス タ ン パ と 接 触 さ せ る が 、 こ の 際 に 両 者 が 平 行 状 態 で 接 触 す る よ う に 、 調 整 ね
じ を 操 作 し て 受 け 台 に 対 す る テ ー ブ ル 本 体 の 傾 斜 （ 光 透 過 性 基 板 に 対 す る ス タ ン パ の 傾 斜
） を 調 整 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に お い て は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 に お い て 、 前
記 傾 斜 調 整 機 構 を 、 前 記 受 け 台 の 外 側 に 下 向 き に 配 設 さ れ た 調 整 ね じ と 、 前 記 受 け 台 の 底
面 壁 を 貫 通 し て 前 記 テ ー ブ ル 本 体 を 下 方 か ら 支 持 す る 垂 直 ロ ッ ド と 、 前 記 受 け 台 の 下 方 に
お け る 前 記 調 整 ね じ 先 端 部 と 前 記 垂 直 ロ ッ ド 下 端 部 間 に 介 装 さ れ て 、 前 記 調 整 ね じ の 回 動
に 対 し 前 記 垂 直 ロ ッ ド を 連 係 動 作 さ せ る 上 下 揺 動 レ バ ー を 備 え る 構 成 と し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 作 用 ） 調 整 ね じ を 回 動 し て 上 下 に 移 動 さ せ る と 、 上 下 揺 動 レ バ ー が 傾 動 し て 垂 直 ロ ッ
ド が 下 上 方 向 に 連 係 動 作 し 、 テ ー ブ ル 本 体 の 水 平 に 対 す る 傾 斜 が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 テ ー ブ ル 本 体 の 傾 斜 調 整 は 、 セ ン タ ー ピ ン で 支 持 さ れ た 光 透 過 性 基 板 が 回 転 テ ー ブ ル に
固 定 保 持 さ れ て い る ス タ ン パ と 平 行 状 態 で 接 触 す る よ う に 、 傾 斜 調 整 機 構 の 調 整 ね じ を 回
動 さ せ る こ と で 行 う が 、 調 整 ね じ の 回 動 操 作 部 が 受 け 台 の 外 側 上 部 の ス タ ン パ と 略 水 平 な
位 置 （ 覗 き 込 む 作 業 者 の 目 線 位 置 ） に 設 け ら れ て い る の で 、 光 透 過 性 基 板 に 対 す る ス タ ン
パ の 平 行 度 を 見 な が ら の 調 整 ね じ の 操 作 が し 易 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に こ の 発 明 に 係 る 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 に よ れ ば 、 装 置 の 稼 動 前 に 、 モ
ニ タ 画 面 を 見 な が ら テ ー ブ ル 本 体 水 平 移 動 調 整 機 構 を 操 作 し て 受 け 台 に 対 し テ ー ブ ル 本 体
を 水 平 方 向 に 移 動 調 整 す る だ け で 、 回 転 テ ー ブ ル の 回 転 中 心 で あ る セ ン タ ー ピ ン の 中 心 軸
に ス タ ン パ の グ ル ー ブ の 中 心 を 正 確 に 一 致 さ せ た 形 態 で 光 透 過 性 基 板 の ス タ ン パ へ の 貼 り
合 わ せ が 行 わ れ る の で 、 内 径 孔 の 中 心 に 対 し 正 確 に 位 置 決 め さ れ た グ ル ー ブ の 形 成 さ れ た
転 写 情 報 記 録 面 を も つ 光 情 報 記 録 媒 体 （ 光 デ ィ ス ク ） を 歩 留 ま り よ く 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ２ に よ れ ば 、 モ ニ タ 画 面 を 見 な が ら マ イ ク ロ メ ー タ の 摘 み を 操 作 す る こ と で 、 受
け 台 に 対 し テ ー ブ ル 本 体 を 水 平 方 向 に 簡 単 に 移 動 調 整 で き る の で 、 装 置 の 稼 動 前 に 行 う テ
ー ブ ル 本 体 （ ス タ ン パ ） の 水 平 位 置 調 整 を 誰 で も 簡 単 に 遂 行 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ３ に よ れ ば 、 装 置 の 稼 動 前 に 、 テ ー ブ ル 本 体 （ ス タ ン パ ） の 水 平 位 置 調 整 に 加 え
て 、 傾 斜 調 整 機 構 の 調 整 ね じ に よ る テ ー ブ ル 本 体 （ ス タ ン パ ） の 水 平 に 対 す る 傾 斜 も 調 整
す る の で 、 光 透 過 性 基 板 の ス タ ン パ へ の よ り 正 確 な 貼 り 合 わ せ が 可 能 と な っ て 、 内 径 孔 の
中 心 に 対 し 正 確 に 位 置 決 め さ れ た グ ル ー ブ の 形 成 さ れ た 転 写 情 報 記 録 面 を も つ 光 情 報 記 録
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媒 体 （ 光 デ ィ ス ク ） を さ ら に 歩 留 ま り よ く 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ４ に よ れ ば 、 作 業 者 の 目 線 位 置 に あ る 調 整 ね じ を 操 作 し な が ら 光 透 過 性 基 板 に 対
す る ス タ ン パ の 平 行 度 を 調 整 す る の で 、 装 置 の 稼 動 前 に 行 う テ ー ブ ル 本 体 （ ス タ ン パ ） の
光 透 過 性 基 板 に 対 す る 傾 斜 調 整 を 誰 で も 簡 単 に 遂 行 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て こ の 発 明 の 一 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ～ １ １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 を 示 す も の で 、 図 １
は 光 デ ィ ス ク 製 造 装 置 の 断 面 構 成 図 、 図 ２ は 同 装 置 の テ ー ブ ル 周 辺 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図
、 図 ２ （ ａ ） は ス タ ン パ に 形 成 さ れ た グ ル ー ブ の 最 外 周 見 切 線 を 撮 影 す る Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ と
そ の 映 像 を 映 し 出 す デ ィ ス プ レ イ 装 置 の モ ニ タ 画 面 の 概 要 全 体 を 示 す 図 、 図 ３ は 同 装 置 の
特 に セ ン タ ー ピ ン を 制 御 す る 制 御 回 路 に お け る 処 理 の 流 れ を 説 明 す る 図 、 図 ４ は デ ィ ス ク
基 板 搬 入 工 程 の 説 明 図 、 図 ５ は 基 板 貼 り 合 わ せ 工 程 の セ ン タ ー ピ ン 下 降 開 始 時 の 説 明 図 、
図 ６ は 基 板 貼 り 合 わ せ 工 程 の 基 板 ・ 紫 外 線 硬 化 性 樹 脂 接 触 時 の 説 明 図 、 図 ７ は 基 板 貼 り 合
わ せ 工 程 の 基 板 押 圧 開 始 時 の 説 明 図 、 図 ８ は 基 板 貼 り 合 わ せ 工 程 の 基 板 押 圧 終 了 時 の 説 明
図 、 図 ９ は 基 板 貼 り 合 わ せ 工 程 の 紫 外 線 照 射 時 の 説 明 図 、 図 １ ０ は 光 デ ィ ス ク 剥 離 工 程 説
明 図 、 図 １ １ は 光 デ ィ ス ク 搬 送 工 程 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ,２ に お い て 、 こ の 製 造 装 置 に あ っ て は 、 動 作 の 中 心 と な る セ ン タ ー ピ ン 11を 備 え
る 。 こ の セ ン タ ー ピ ン 11は 、 円 筒 状 に 構 成 さ れ 垂 直 の 状 態 で 設 定 さ れ る 回 転 テ ー ブ ル Ｔ の
軸 部 で あ る 支 持 部 材 13の 中 空 部 内 に 軸 方 向 移 動 自 在 に 設 定 さ れ る も の で 、 回 転 テ ー ブ ル Ｔ
の 軸 部 で あ る 支 持 部 材 13は 、 ベ ア リ ン グ 機 構 14に よ り 基 台 10に 垂 直 状 態 に し て 回 転 自 在 に
支 持 さ れ る よ う に な る 。 符 号 13aは 、 回 転 テ ー ブ ル Ｔ の 軸 部 で あ る 支 持 部 材 13と セ ン タ ー
ピ ン 11間 に 介 装 さ れ た Ｏ リ ン グ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 支 持 部 材 13は 、 一 体 的 に 歯 車 131を 備 え て 選 択 的 に 回 転 制 御 さ れ る も の で 、 支 持 部
材 13の 上 方 に は 平 面 に 広 が る よ う に し て 受 け 台 16が 形 成 さ れ る 。 こ の 受 け 台 16に は 、 円 板
状 の テ ー ブ ル 本 体 17が 載 置 設 定 さ れ る も の で 、 こ の テ ー ブ ル 本 体 17上 に 金 属 製 ま た は 樹 脂
製 の ス タ ン パ 18を 負 圧 吸 引 力 に よ っ て 吸 着 固 定 保 持 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 円 板 状 の テ ー ブ ル 本 体 17は 、 上 面 側 に プ レ ー ト 収 容 凹 部 172が 開 口 す る 円 板 状 の プ レ ー
ト ケ ー ス 170と 、 プ レ ー ト ケ ー ス 170の プ レ ー ト 収 容 凹 部 172に 収 容 さ れ て 接 着 剤 で 固 定 さ
れ た 円 板 状 の 吸 着 プ レ ー ト 174で 構 成 さ れ て い る 。 符 号 172a,172bは 、 プ レ ー ト 収 容 凹 部 17
2の 内 外 周 側 に 形 成 さ れ た 、 吸 着 プ レ ー ト 174の 担 持 面 と し て 機 能 す る 円 環 状 の 段 差 部 で 、
プ レ ー ト 収 容 凹 部 172に お け る 段 差 部 172a,172bで 囲 ま れ た 領 域 と 吸 着 プ レ ー ト 174と に よ
っ て 、 吸 着 プ レ ー ト 174に 対 応 す る 円 板 状 の 負 圧 室 176が 画 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス タ ン パ 載 置 面 を 構 成 す る 吸 着 プ レ ー ト 174は 、 通 気 性 の あ る 多 孔 質 の セ ラ ミ ッ ク ス で
構 成 さ れ る と と も に 、 吸 着 プ レ ー ト 174下 面 が 負 圧 室 176に 臨 む こ と か ら 、 多 孔 質 の セ ラ ミ
ッ ク ス で 構 成 さ れ た 吸 着 プ レ ー ト 174の 上 面 全 体 に 均 一 な 負 圧 力 が 発 生 し 、 吸 着 プ レ ー ト 1
74に 載 置 さ れ た ス タ ン パ 18が 吸 着 プ レ ー ト 174上 面 に 発 生 す る 負 圧 吸 引 力 に よ っ て 吸 着 固
定 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 ス タ ン パ 18に は 、 中 心 部 に 丸 い ガ イ ド 用 の 孔 が 形 成 さ れ る も の で 、 そ の 上 面 に は
グ ル ー プ や 情 報 ビ ッ ト 等 を 記 録 す る 凹 凸 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 テ ー ブ ル 本 体 17（ プ
レ ー ト ケ ー ス 170） と 一 体 的 に 形 成 さ れ る ガ イ ド リ ン グ 19に よ っ て 、 ス タ ン パ 18の テ ー ブ
ル 本 体 17上 の 位 置 が 固 定 設 定 さ れ る 。 即 ち 、 ガ イ ド リ ン グ 19は 、 プ レ ー ト ケ ー ス 170内 径
側 に ね じ 固 定 さ れ て 、 セ ン タ ー ピ ン 11の 中 心 軸 と 同 軸 に 配 置 さ れ て お り 、 ガ イ ド リ ン グ 19
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の 外 周 に ス タ ン パ 18の 内 径 部 （ ガ イ ド 用 の 孔 ） が 係 合 す る こ と で 、 ス タ ン パ 18の グ ル ー ブ
が セ ン タ ー ピ ン 11の 中 心 軸 に 対 し 位 置 決 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 円 筒 型 の 軸 受 け ケ ー ス 15の 外 側 に は 、 そ の 上 面 側 に 円 環 状 に 開 口 す る 負 圧 室 182
が 設 け ら れ た 円 環 状 の バ キ ュ ー ム プ レ ー ト 180が 軸 方 向 移 動 可 能 に 組 み 付 け ら れ る と と も
に 、 バ キ ュ ー ム プ レ ー ト 180と 軸 受 け ケ ー ス 15下 端 フ ラ ン ジ 部 間 の 周 方 向 等 分 複 数 箇 所 に
介 装 さ れ た 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ 184に よ っ て 、 バ キ ュ ー ム プ レ ー ト 180の 上 面 側 が 受 け 台
16の 底 面 に 摺 接 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 バ キ ュ ー ム プ レ ー ト 180の 負 圧 室 182に は 、 バ
キ ュ ー ム プ レ ー ト 180に 設 け た 電 磁 弁 186を 介 し て 負 圧 発 生 手 段 で あ る 真 空 源 （ 真 空 ポ ン プ
） Ｐ の 負 圧 が 作 用 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 プ レ ー ト ケ ー ス 170お よ び 受 け 台 16に は 、
軸 方 向 に 延 び る 通 路 187(円 孔 187a,187b)が 周 方 向 等 分 複 数 箇 所 に 設 け ら れ て 、 相 対 摺 動 す
る テ ー ブ ル 側 の 負 圧 室 176と バ キ ュ ー ム プ レ ー ト 180側 の 負 圧 室 182間 に お け る 連 通 が 確 保
さ れ て い る 。 符 号 188は 、 通 路 187を 構 成 す る 円 孔 187a,187b間 の 機 密 性 を 確 保 す る た め の
Ｏ リ ン グ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 テ ー ブ ル 本 体 17（ プ レ ー ト ケ ー ス 170） の 外 形 は 、 受 け 台 16の テ ー ブ ル 収 容 部 の 内 形 よ
り も 僅 か に 小 さ く 形 成 さ れ て 、 テ ー ブ ル 本 体 17を 受 け 台 16の テ ー ブ ル 収 容 部 内 で 水 平 方 向
お よ び 垂 直 方 向 に 僅 か に 移 動 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る が 、 受 け 台 16の 上 面 外 周 縁 に は
、 ね じ 177aに よ り 受 け 台 16に 固 定 さ れ た 環 状 の プ レ ー ト ケ ー ス 押 さ え 177が 設 け ら れ て 、
受 け 台 16か ら の プ レ ー ト ケ ー ス 押 さ え 177の 脱 落 が 防 止 さ れ る と と も に 、 受 け 台 16と プ レ
ー ト ケ ー ス 押 さ え 177間 に Ｏ リ ン グ 178が 介 装 さ れ て 、 プ レ ー ト ケ ー ス 170が 受 け 台 16に 対
し 軸 方 向 お よ び 周 方 向 に が た つ く こ と な く 弾 性 的 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 受 け 台 16の 外 周 等 分 ３ 箇 所 に は 、 テ ー ブ ル 本 体 17の 上 面 を セ ン タ ー ピ ン 11の 中 心
軸 に 直 交 す る 水 平 面 と な る よ う に 調 整 す る レ バ ー 式 平 面 度 調 整 機 構 190が 設 け ら れ て い る
。 即 ち 、 受 け 台 16の 外 周 下 面 側 に は 、 放 射 状 に 延 在 し て ピ ン 191回 り に 揺 動 す る レ バ ー 192
が 設 け ら れ 、 レ バ ー 192の 一 端 部 は 、 受 け 台 16の 底 面 壁 に 設 け ら れ た 孔 193を 貫 通 し て プ レ
ー ト ケ ー ス 170の 底 面 を 担 持 す る ロ ッ ド 194の 下 端 部 を 担 持 す る と と も に 、 レ バ ー 192の 他
端 部 は 、 受 け 台 16の 外 周 に 設 け ら れ た 軸 方 向 に 延 び る 調 整 ね じ 195の 下 端 部 に 当 接 す る よ
う に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 各 レ バ ー 式 平 面 度 調 整 機 構 190に お け る 調 整 ね じ 195を 回 動
す る こ と で 、 受 け 台 16に 対 し プ レ ー ト ケ ー ス 170（ 吸 着 プ レ ー ト 174） の 表 面 （ ス タ ン パ 載
置 面 ） を 傾 動 さ せ て 、 セ ン タ ー ピ ン 11の 中 心 軸 に 直 交 す る 水 平 面 と し て 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 デ ィ ス ク 基 板 29は 、 セ ン タ ー ピ ン 11先 端 部 の 弁 部 材 12に よ っ て 水 平 に 担 持
さ れ た 形 態 で セ ン タ ー ピ ン 11と 一 体 に 下 降 し て 下 方 の ス タ ン パ 18に 貼 り 合 わ せ ら れ る が 、
こ の デ ィ ス ク 基 板 29と ス タ ン パ 18と を 平 行 状 態 を 保 持 し て 貼 り 合 わ せ が で き る よ う に 、 装
置 の 連 続 運 転 開 始 前 に 、 ス タ ン パ 18を プ レ ー ト ケ ー ス 170（ 吸 着 プ レ ー ト 174） に 載 置 固 定
後 、 平 面 度 調 整 機 構 190（ の 調 整 ね じ 195） を 使 っ て 、 プ レ ー ト ケ ー ス 170（ 吸 着 プ レ ー ト 1
74） の 表 面 （ ス タ ン パ 載 置 面 ） の 傾 斜 を 調 整 (下 降 す る デ ィ ス ク 基 板 29に 対 し ス タ ン パ 18
が 平 行 状 態 で 接 触 す る よ う に 調 整 )す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 レ バ ー 式 平 面 度 調 整 機 構 190と 干 渉 し な い 受 け 台 16の 外 周 等 分 ３ 箇 所 に は 、 受 け
台 16の 外 周 壁 を 放 射 状 に 貫 通 す る 貫 通 孔 202が 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ の 貫 通 孔 202に は 、 マ イ
ク ロ メ ー タ ヘ ッ ド 200と 、 マ イ ク ロ メ ー タ ヘ ッ ド 200の 摘 み 201の 回 動 に 連 係 し て 進 退 す る
摺 動 ロ ッ ド 204と が 組 み 付 け ら れ て お り 、 マ イ ク ロ メ ー タ ヘ ッ ド 200（ の 摘 み 201の 回 動 ）
に よ り 、 受 け 台 16に 対 し プ レ ー ト ケ ー ス 170の 周 方 向 位 置 を 調 整 で き る 。 即 ち 、 吸 着 プ レ
ー ト 174に 載 置 固 定 さ れ た ス タ ン パ 18に お け る グ ル ー ブ の 中 心 と セ ン タ ー ピ ン 11の 中 心 （
回 転 テ ー ブ ル Ｔ の 回 転 中 心 ） と が 正 確 に 一 致 し て い な い 場 合 が 多 い の で 、 ス タ ン パ 18を 吸
着 プ レ ー ト 174に 載 置 固 定 し た 後 、 基 板 の 自 動 貼 り 合 わ せ 工 程 の 運 転 開 始 前 に 、 マ イ ク ロ
メ ー タ ヘ ッ ド 200（ の 摘 み 201の 回 動 ） に よ り 、 吸 着 プ レ ー ト 170に 載 置 固 定 さ れ た ス タ ン
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パ 18に お け る グ ル ー ブ の 中 心 と セ ン タ ー ピ ン 11の 中 心 （ 回 転 テ ー ブ ル Ｔ の 回 転 中 心 ） と が
一 致 す る よ う に 、 受 け 台 16内 に お い て プ レ ー ト ケ ー ス 170の 周 方 向 位 置 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 回 転 テ ー ブ ル Ｔ の 上 方 に は 、 吸 着 プ レ ー ト 174
に 載 置 固 定 さ れ た ス タ ン パ 18の 外 周 縁 の 一 部 を 撮 像 す る Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 40が 配 置 さ れ 、 こ の
Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 40は 、 後 述 す る チ ャ ン バ 32や 基 板 搬 送 機 構 40等 の 動 作 の 邪 魔 に な ら な い 所 定
位 置 ま で 移 動 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 回 転 テ ー ブ ル Ｔ の 上 方 所 定 位 置 に 配 置 さ れ た Ｃ Ｃ Ｄ
カ メ ラ 40が 撮 像 し た 映 像 （ ス タ ン パ 18の 表 面 に 形 成 さ れ て い る グ ル ー ブ の 最 外 周 見 切 線 18
aの 映 像 ） は 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 42に お け る 直 交 座 標 と 目 盛 線 が 設 け ら れ た モ ニ タ 画 面 44
に 映 し 出 さ れ る 。 図 ２ （ ａ ） に 図 示 さ れ て い る モ ニ タ 画 面 44上 に は 、 斜 線 で 示 さ れ る グ ル
ー ブ 形 成 領 域 の 最 外 周 見 切 線 18aが 直 交 座 標 の ゼ ロ 点 近 傍 に 映 し 出 さ れ て い る 。 そ し て 、
吸 着 プ レ ー ト 174に 載 置 固 定 さ れ た ス タ ン パ 18に お け る グ ル ー ブ の 中 心 と セ ン タ ー ピ ン 11
の 中 心 （ 回 転 テ ー ブ ル Ｔ の 回 転 中 心 ） と が ず れ て い る と 、 回 転 テ ー ブ ル Ｔ を 回 転 さ せ た と
き に 、 モ ニ タ 画 面 44に 表 示 さ れ る グ ル ー ブ の 最 外 周 見 切 線 18a位 置 が 一 定 し な い （ 矢 印 Ｃ
方 向 に ふ ら つ く 形 態 と な り ） 、 一 方 、 両 中 心 が 一 致 し て い る 場 合 は 、 モ ニ タ 画 面 44に 表 示
さ れ る グ ル ー ブ の 最 外 周 見 切 線 18a位 置 が ふ ら つ か な い 形 態 と な る 。 そ こ で 、 作 業 者 は 、
回 転 テ ー ブ ル Ｔ を 例 え ば １ ２ ０ 度 毎 に 間 欠 的 に 回 転 さ せ つ つ モ ニ タ 画 面 44を 見 て 、 画 面 44
に 表 示 さ れ る グ ル ー ブ の 最 外 周 見 切 線 18a位 置 の ふ ら つ き が な く な る よ う に 、 マ イ ク ロ メ
ー タ ヘ ッ ド 200（ の 摘 み 201の 回 動 ） に よ り 、 受 け 台 16に 対 す る テ ー ブ ル 本 体 17（ プ レ ー ト
ケ ー ス 170） の 水 平 位 置 を 調 整 す る 、 即 ち 、 ス タ ン パ 18に お け る グ ル ー ブ の 中 心 と セ ン タ
ー ピ ン 11の 中 心 （ 回 転 テ ー ブ ル Ｔ の 回 転 中 心 ） と を 一 致 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ガ イ ド リ ン グ 19の 内 周 面 側 に は 、 セ ン タ ー ピ ン 11の 先 端 部 外 周 に 固 定 さ れ た 環 状 の 弁 部
材 12が 設 け ら れ て 、 ガ イ ド リ ン グ 19と 弁 部 材 12間 に リ ン グ 状 の 負 圧 発 生 用 ま た は 加 圧 空 気
噴 出 用 の 通 路 210が 設 け ら れ て い る 。 こ の 通 路 210は 、 セ ン タ ー ピ ン 11を 取 り 囲 む よ う に 受
け 台 16中 央 部 寄 り に 設 け ら れ た 円 環 状 の 負 圧 室 212に 連 通 し 、 負 圧 室 212は 、 回 転 テ ー ブ ル
Ｔ の 軸 部 （ 支 持 部 材 ） 13に 設 け ら れ た 通 路 214、 軸 受 け ケ ー ス 15に 設 け ら れ た 通 路 215お よ
び 電 磁 弁 216を 介 し て 負 圧 発 生 手 段 で あ る 真 空 源 （ 真 空 ポ ン プ ） Ｐ に 接 続 さ れ て お り 、 ガ
イ ド リ ン グ 19と 弁 部 材 12間 の 通 路 210に 発 生 す る 負 圧 に よ っ て 、 余 剰 レ ジ ン を 吸 引 回 収 で
き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 セ ン タ ー ピ ン 11に は 、 そ の 軸 線 部 に 空 気 通 路 22が 形 成 さ れ て い る も の で 、 こ の 通
路 22は 、 弁 部 材 12の 外 側 の 通 路 210に 開 口 す る よ う に 形 成 し た 通 路 23に 連 通 し 、 図 示 し な
い 加 圧 空 気 供 給 源 か ら 空 気 通 路 22を 介 し て 通 路 23に 送 り 込 ま れ た 空 気 が 、 通 路 210を 介 し
て テ ー ブ ル 17の 中 心 部 に 配 置 さ れ た 基 板 29の 内 周 側 底 部 に 向 け て 放 出 さ れ る よ う に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の セ ン タ ー ピ ン 11は 、 駆 動 機 構 25に よ っ て 図 １ 矢 印 Ａ で 示 す よ う に 上 下 方 向 に 移 動 制
御 さ れ る よ う に な っ て い る 。 上 記 駆 動 機 構 25は 、 サ ー ボ モ ー タ 251に よ っ て 回 転 さ れ る 螺
軸 252を 備 え 、 こ の 螺 軸 252に 螺 合 さ れ る 移 動 体 253に よ っ て セ ン タ ー ピ ン 11を 支 持 す る よ
う に し て い る も の で 、 サ ー ボ モ ー タ 251の 回 転 角 に よ っ て 、 セ ン タ ー ピ ン 11が μ ｍ 単 位 で
上 下 方 向 に 精 密 に 移 動 制 御 さ れ る よ う に し て い る 。 そ し て 、 上 記 サ ー ボ モ ー タ 251は 、 マ
イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る よ う に な る 制 御 回 路 26に よ り そ の 回 転 角 が 制 御
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 セ ン タ ー ピ ン 11の 上 方 に 設 け ら れ て い る 弁 部 材 12は 、 デ ィ ス ク 基 板 29の 載 置 部 と し て も
機 能 す る も の で 、 こ の 弁 部 材 12の 上 方 に 円 錐 台 形 状 の ガ イ ド ピ ン 27が 突 設 さ れ て い る 。 そ
し て 、 ガ イ ド ピ ン 27で 中 心 位 置 が 設 定 さ れ る よ う に し て 上 記 弁 部 材 12に デ ィ ス ク 基 板 29が
載 置 設 定 さ れ る よ う に な る 。 符 号 28は 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ で 、 デ ィ ス ク 基 板 29の 内 径 部
を ガ イ ド ピ ン 27に 係 合 さ せ る よ う に し て デ ィ ス ク 基 板 29を 弁 部 材 12に 載 置 す る 際 に 、 デ ィ
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ス ク 基 板 29の 内 径 部 と ガ イ ド ピ ン 28と が 厳 密 に 一 致 し な い 形 態 で あ っ て も 、 デ ィ ス ク 基 板
29を 介 し て 作 用 す る 押 圧 力 で 圧 縮 コ イ ル ス プ リ ン グ 28が 圧 縮 さ れ て ガ イ ド ピ ン 27が 下 降 す
る こ と で 、 自 動 的 に デ ィ ス ク 基 板 29の 内 径 部 に ガ イ ド ピ ン 27が 係 合 す る 形 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の デ ィ ス ク 基 板 29は 、 例 え ば エ ポ キ シ 、 エ ポ キ シ ビ ニ ル エ ス テ ル 、 不 飽 和 ポ リ エ ス テ
ル 等 の 熱 硬 化 性 樹 脂 、 ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 、 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 等 の 熱 可 塑 性 樹 脂 、
あ る い は ガ ラ ス に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 弁 部 材 12は 、 セ ン タ ー ピ ン 11が 下 降 し た と き に 、 回 転 テ ー ブ ル Ｔ の ガ イ ド リ ン グ 19
の 上 端 面 と 面 一 に 設 定 さ れ る よ う に な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 セ ン タ ー ピ ン 11に よ っ て 支 持 さ れ る よ う に な る デ ィ ス ク 基 板 29上 に は 、 移 動 台 30に
よ っ て ガ ラ ス 等 の 透 明 体 に よ っ て 構 成 さ れ た 円 板 状 の 重 り 31が 載 置 設 定 さ れ る 。 上 記 移 動
台 30は 適 宜 チ ャ ン バ 32内 に お い て 所 定 量 上 下 移 動 自 在 に 設 定 さ れ る 。 こ の チ ャ ン バ 32は 、
図 １ 矢 印 Ｃ で 示 す よ う に 上 下 移 動 さ れ る よ う に な っ て い る も の で 、 図 の 状 態 の よ う に 下 方
向 に 移 動 設 定 さ れ た 状 態 で 、 上 記 基 台 15の 上 面 部 に 回 転 テ ー ブ ル Ｔ の 周 囲 に 対 応 し て 密 封
さ れ る チ ャ ン バ 室 33を 形 成 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 チ ャ ン バ 室 33内 に は 、 図 で は 示 し て い な い が 、 重 り 31の 上 方 に は 紫 外 線 源 が 設 定 さ
れ て い る も の で 、 透 明 な 重 り 31を 透 過 し て 内 部 に 紫 外 線 が 照 射 さ れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 尚 、 上 記 ス タ ン パ 18の 面 上 に は 、 光 デ ィ ス ク の 記 録 層 を 形 成 す る た め の 材 料 で あ る レ ジ
ン 36が 載 置 設 定 さ れ る 。 こ の レ ジ ン 36は 紫 外 線 を 照 射 す る こ と に よ っ て 硬 化 す る 2P樹 脂 材
料 で な る も の で 、 末 端 に ア ク リ ル 基 お よ び ／ ま た は メ タ ア ク リ ル 基 を 有 す る 液 状 樹 脂 、 例
え ば エ ポ キ シ 樹 脂 の ア ク リ ル 酸 お よ び ／ ま た は メ タ ク リ ル 酸 エ ス テ ル 、 ア ク リ ル 基 ／ ま た
は メ タ ク リ ル 基 を 末 端 に 有 す る ウ レ タ ン 樹 脂 、 ま た こ の 液 状 樹 脂 を ア ク リ ル 基 お よ び ま た
は メ タ ク リ ル 基 を 有 す る 反 応 性 モ ノ マ ー で 希 釈 し た も の 等 よ り な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 こ の レ ジ ン 36は 、 回 転 テ ー ブ ル Ｔ を 回 転 さ せ な が ら 、 ノ ズ ル 等 に よ っ て 定 量 ス
タ ン パ 18上 に リ ン グ 状 に し て 載 置 さ れ る よ う に す る 。 図 ３ は 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る 装
置 に よ り 光 デ ィ ス ク の 記 録 樹 脂 層 を 製 造 す る 工 程 の 、 特 に セ ン タ ー ピ ン 11の 動 き を 制 御 す
る 制 御 回 路 26に お け る 処 理 の 流 れ を 示 し て い る 。 ま ず ス テ ッ プ 101で は セ ン タ ー ピ ン 11が
図 ４ で 示 す よ う に 上 昇 位 置 に 設 定 さ れ る 。 こ の 状 態 に お い て は 、 ス タ ン パ 18の 面 上 に は 、
セ ン タ ー ピ ン 11を 中 心 と す る リ ン グ 状 に レ ジ ン 36が 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の セ ン タ
ー ピ ン 11が 上 昇 設 定 さ れ た 状 態 で 、 基 板 搬 送 機 構 40に よ っ て デ ィ ス ク 基 板 29が セ ン タ ー ピ
ン 11上 に 搬 送 さ れ 、 こ の セ ン タ ー ピ ン 11に 形 成 し た 弁 部 材 12上 に 基 板 29が 設 定 さ れ る 。 尚
、 こ の 状 態 で は 、 チ ャ ン バ 32は 図 １ の 状 態 か ら 上 昇 設 定 さ れ 、 搬 送 機 構 40の 動 き の 障 害 と
な ら な い よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 セ ン タ ー ピ ン 11に デ ィ ス ク 基 板 29が 設 定 さ れ た な ら ば 、 図 ５ で 示 す よ う に 、 セ ン タ ー ピ
ン 11を 所 定 量 下 降 さ せ る と と も に 、 図 １ で 示 す よ う に チ ャ ン バ 32が 下 降 設 定 さ れ て 基 板 29
上 に 重 り 31が 載 置 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う に し て デ ィ ス ク 基 板 29が 設 定 さ れ 、 さ ら に こ の 基 板 29上 に 重 り 31が 設 定 さ れ た
な ら ば 、 次 の ス テ ッ プ 102で セ ン タ ー ピ ン 11を 、 ス タ ン パ 18と 基 板 29と の 間 隔 が 第 １ の 位
置 と さ れ る ま で 下 降 す る 。 す な わ ち 、 図 ６ で 示 す よ う に な る も の で 、 こ の 状 態 で は デ ィ ス
ク 基 板 29の 下 面 が リ ン グ 状 に さ れ た レ ジ ン 36に 接 触 す る 直 前 の 状 態 と さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に セ ン タ ー ピ ン 11が 下 降 設 定 さ れ た な ら ば 、 次 に ス テ ッ プ 103の よ う に セ ン タ
ー ピ ン 11を ミ ク ロ ン 単 位 で １ ～ 数 秒 毎 に 下 降 さ せ る よ う に 制 御 す る 。 す な わ ち 、 デ ィ ス ク
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基 板 29は ミ ク ロ ン 単 位 で 間 欠 的 に 下 降 さ れ る も の で 、 こ の 下 降 の 過 程 に お い て レ ジ ン 36の
リ ン グ の 一 部 が 基 板 29の 面 に 接 し 、 こ の 接 触 部 が 徐 々 に 拡 大 さ れ て レ ジ ン 36の リ ン グ の 全
周 が 基 板 29と 接 触 さ れ る よ う に な る 。 ス テ ッ プ 104で ス タ ン パ 18と 基 板 29と の 間 隔 が 第 ２
の 位 置 と な っ た か 否 か を 判 定 し て い る も の で 、 こ の 間 隔 が 第 ２ の 位 置 と な っ た 状 態 で セ ン
タ ー ピ ン 11の 下 降 が 停 止 さ れ 、 ス テ ッ プ 105に 進 む 。 こ こ で 、 上 記 第 ２ の 位 置 は 基 板 29に
レ ジ ン 36の リ ン グ の 全 周 が 接 触 さ れ る よ う に な る 、 経 験 的 に 求 め ら れ た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ 105で は 、 セ ン タ ー ピ ン 11を 下 降 さ せ 、 こ の セ ン タ ー ピ ン 11の 弁 部 材 12に お け
る 基 板 支 持 面 が 、 ス タ ン パ 18の 面 か ら 所 定 の 高 さ と さ れ る 位 置 、 具 体 的 に は ス タ ン パ 18の
面 か ら 製 造 さ れ る 光 デ ィ ス ク の 樹 脂 に よ る 記 録 層 の 厚 さ に 相 当 す る 高 さ 位 置 に 設 定 さ れ る
よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の と き 、 電 磁 弁 216が ガ イ ド リ ン グ 19と 弁 部 材 12と の 間 の 通 路 210を 吸 気 通 路 に 切 り 替
え る 。 す な わ ち 、 こ の 状 態 で は 、 ス タ ン パ 18と デ ィ ス ク 基 板 29と の 間 に 、 図 ６ ～ ７ に 示 す
よ う に 、 リ ン グ 状 の レ ジ ン 36に よ り 囲 ま れ た 部 屋 が 形 成 さ れ 、 こ の 部 屋 が 真 空 源 （ 真 空 ポ
ン プ ） Ｐ に よ っ て 吸 気 さ れ る よ う に な る も の で あ り 、 さ ら に レ ジ ン 36に 対 し て は 、 重 り 31
の 荷 重 が 作 用 し 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 レ ジ ン 36を 徐 々 に 押 し 潰 す よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に デ ィ ス ク 基 板 29が リ ン グ 状 に さ れ た レ ジ ン 36に 接 触 す る 際 に 、 こ の レ ジ ン 36
中 に 気 泡 が 混 入 す る こ と が あ る 。 し か し 、 上 記 の よ う に 例 え ば １ 秒 間 に ミ ク ロ ン 単 位 で 間
欠 的 に 基 板 29を 下 降 さ せ 、 基 板 29と レ ジ ン 36と が ま ず １ か 所 で 接 触 し た 後 、 こ の 接 触 点 が
左 右 に リ ン グ に 沿 っ て 延 長 さ れ 、 リ ン グ 状 に 接 触 部 が 形 成 さ れ る よ う に す る と 、 レ ジ ン 36
中 に 気 泡 が 入 り 込 む こ と が 効 果 的 に 抑 制 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う に し て デ ィ ス ク 基 板 29と レ ジ ン 36と が 接 触 さ れ て 、 さ ら に レ ジ ン 36に 気 泡 が 混
入 し て い る よ う な 場 合 で も 、 リ ン グ 状 の レ ジ ン 36の 全 周 が 基 板 29に 接 触 さ れ た 状 態 で 、 そ
の 中 心 部 か ら 微 量 の 真 空 で レ ジ ン 36を 吸 い 込 む よ う な 動 作 が さ れ る 。 こ の よ う に レ ジ ン 36
が 内 側 に 吸 い 込 み 移 動 さ れ る こ と に よ っ て 、 レ ジ ン 36の 内 部 の 気 泡 は 外 周 方 向 に 押 し 出 さ
れ る よ う に な る も の で あ り 、 こ の よ う な 現 象 は 繰 返 し 実 験 に よ り 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ 106で は 上 記 の 状 態 を 所 定 時 間 、 例 え ば 50秒 間 待 機 す る も の で 、 こ の 間 に 重 り 3
1の 荷 重 に よ っ て リ ン グ 状 の レ ジ ン 36が 押 し 広 げ ら れ 、 デ イ ス ク 基 板 29が レ ジ ン 36の 高 さ
の 低 下 と 共 に 下 降 す る 。 そ し て 、 レ ジ ン 36が ス タ ン パ 18と 基 板 29と の 間 に 広 が り 終 わ っ た
状 態 で 、 デ ィ ス ク 基 板 29が 上 記 下 降 位 置 設 定 さ れ た セ ン タ ー ピ ン 11の 弁 部 材 12に 当 っ て 停
止 し 、 図 8に 示 す よ う な 状 態 と な る 。 こ の 場 合 ス タ ン パ 18と 基 板 29と の 間 の 隙 間 は 、 セ ン
タ ー ピ ン 11の 下 降 設 定 位 置 に よ り 数 値 的 に 正 確 に 設 定 さ れ る よ う に な り 、 ス タ ン パ 18の デ
ー タ 記 録 面 の レ ジ ン 36の 厚 さ の 制 御 が 、 容 易 且 つ 正 確 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ こ で 、 ガ イ ド リ ン グ 19に よ っ て ス タ ン パ 18の 取 付 け 位 置 が 正 確 に 設 定 さ れ る と 共 に 、
ス タ ン パ 18の 剥 離 防 止 が 効 果 的 に 行 わ れ る も の で あ る が 、 こ の ガ イ ド リ ン グ 19の 内 側 で あ
る ス タ ン パ 18の 内 周 縁 の 下 側 に 、 真 空 源 （ 真 空 ポ ン プ ） Ｐ に 連 通 さ れ た 通 路 210が 開 口 さ
れ て い る 。 し た が っ て 、 上 記 の よ う に ス タ ン パ 18の 面 上 に レ ジ ン 36を 広 げ た 場 合 、 そ の 内
周 縁 か ら ス タ ン パ 18の 裏 面 に レ ジ ン が 回 り 込 む こ と が あ っ て も 、 こ の 回 り 込 み レ ジ ン は 真
空 吸 引 に よ っ て 確 実 に 回 収 除 去 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 記 の よ う に ス タ ン パ 18と 基 板 29と の 間 に レ ジ ン 36に よ る 層 が 形 成 さ れ た な ら ば 、 図 9
で 示 す よ う に 、 テ ー ブ ル 17と と も に 基 板 29、 重 り 31等 を 回 転 さ せ 状 態 で 、 紫 外 線 を 透 明 な
重 り 31を 介 し て 上 記 広 げ ら れ た レ ジ ン 36面 に 均 一 に 照 射 し 、 こ の レ ジ ン を 硬 化 さ せ て 記 録
樹 脂 層 41が 形 成 さ れ る よ う に す る 。 こ の 記 録 樹 脂 層 41の ス タ ン パ 18に 対 向 す る 面 に は 、 こ
の ス タ ン パ 18に 形 成 さ れ た 凹 凸 に よ る 記 録 が 転 写 さ れ 、 こ の 樹 脂 層 41に よ っ て 、 光 デ イ ス
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ク の 記 録 面 が 形 成 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う に し て デ ィ ス ク 基 板 29と 一 体 化 さ れ る よ う に し て 、 記 録 面 の 形 成 さ れ た 樹 脂 層
41が 形 成 さ れ 、 光 デ ィ ス ク の 基 本 構 造 が 完 成 さ れ る も の で あ る が 、 こ の 後 は 基 板 29と 樹 脂
層 41を 一 体 に し て 、 ス タ ン パ 18の 面 か ら 剥 離 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 そ し て 、 上 記 記 録 樹 脂 層 41を ス タ ン バ 18か ら 剥 離 し よ う と す る 場 合 に は 、 樹 脂 層 41を ス
タ ン パ 18か ら 引 き 離 す 方 向 に 上 昇 さ せ る と 、 ス タ ン パ 18も 樹 脂 と 一 体 的 に 回 転 テ ー ブ ル Ｔ
か ら 離 れ て し ま う お そ れ が あ る が 、 こ の 装 置 に あ っ て は 、 記 録 樹 脂 層 41を ス タ ン パ 18か ら
、 ス タ ン パ 18を 浮 き 上 が ら せ る こ と な し に 容 易 に 剥 離 さ せ る よ う に し て い る も の で 、 以 下
に そ の 剥 離 工 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ 107で 示 し 図 10で 示 す よ う に 、 セ ン タ ー ピ ン 11を 微 小 量 上 昇 さ せ る 。 こ
の 場 合 チ ャ ン バ 32は 上 昇 さ れ て い る も の で あ り 、 ま た 弁 部 材 12は 下 方 の 位 置 に 設 定 し 、 電
磁 弁 216を 閉 じ て ガ イ ド リ ン グ 19と 弁 部 材 12間 の 通 路 210の 真 空 源 （ 真 空 ポ ン プ ） Ｐ と の 連
通 を 遮 断 し て お く 。 そ し て 、 セ ン タ ー ピ ン 11の 中 心 軸 部 に 形 成 さ れ る 空 気 通 路 22か ら 弁 部
材 12に 形 成 し た 通 路 23に 空 気 を 送 り 込 み 、 通 路 210か ら 上 方 に 放 出 さ せ る 。 こ の 空 気 は 通
路 210か ら デ ィ ス ク 基 板 29の 中 央 部 の 下 面 、 さ ら に 記 録 樹 脂 層 41と ス タ ン パ 18の 間 に 送 り
込 ま れ る よ う に な り 、 樹 脂 層 41を ス タ ン パ 18の 面 か ら 剥 離 さ せ る 。 そ し て 、 重 り 31も 取 外
し 上 昇 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 そ し て 、 こ の 状 態 で ス テ ッ プ 108の よ う に セ ン タ ー ピ ン 11を さ ら に 上 昇 さ せ る と 、 図 11
で 示 さ れ る よ う に 樹 脂 層 41は ス タ ン パ 18の 面 か ら 円 滑 に 剥 離 さ れ 、 デ ィ ス ク 基 板 29と 一 体
に な っ て 、 搬 送 位 置 ま で 上 昇 さ れ る 。 こ の よ う に 搬 送 位 置 ま で 上 昇 さ れ た な ら ば 、 搬 送 機
構 40に よ っ て 樹 脂 層 41の 形 成 さ れ た デ ィ ス ク 基 板 29を 吸 着 し 、 所 定 の 格 納 位 置 に 搬 送 す る
。 こ の よ う に 記 録 樹 脂 層 41の 形 成 さ れ た デ ィ ス ク 基 板 29は 、 図 で は 示 さ れ て い な い が 、 反
射 層 、 記 録 膜 の 形 成 工 程 、 あ る い は 保 護 膜 形 成 工 程 を 経 て 光 デ ィ ス ク が 完 成 さ れ る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 ス タ ン パ 18は 、 既 に 説 明 し た よ う に 、 テ ー ブ ル 本 体 17表 面 に 作 用 す る 負 圧 吸 引 力
に よ っ て 吸 着 保 持 さ れ て い る が 、 ス タ ン パ 18を テ ー ブ ル 本 体 17か ら 取 外 し て 新 た な も の に
交 換 し た い 場 合 は 、 電 磁 弁 186を 閉 じ て テ ー ブ ル 本 体 17の 表 面 に 作 用 す る 負 圧 吸 引 力 （ 負
圧 室 176に 作 用 す る 負 圧 ） を 解 除 す る こ と で 、 ス タ ン パ 18を テ ー ブ ル 17か ら 取 外 す こ と も
、 新 た な も の に 取 り 替 え る こ と も 簡 単 に で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 前 記 し た 実 施 例 で は 、 ス タ ン パ 載 置 面 を 構 成 す る 吸 着 プ レ ー ト 174が 通 気 性 の あ
る 多 孔 質 の セ ラ ミ ッ ク ス で 構 成 さ れ て い た が 、 吸 着 プ レ ー ト 174の 素 材 は セ ラ ミ ッ ク ス に
限 定 さ れ る も の で は な く 、 カ ー ボ ン そ の 他 の 通 気 性 の あ る 多 孔 質 材 で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 前 記 し た 実 施 例 で は 、 レ バ ー 式 平 面 度 調 整 機 構 190に よ っ て テ ー ブ ル 本 体 17（ ス
タ ン パ 載 置 面 ） の 傾 斜 を 調 整 す る よ う に 構 成 さ れ て い る が 、 レ バ ー 式 平 面 度 調 整 機 構 190
に 代 え て 、 受 け 台 １ ６ の 底 面 壁 に 下 方 か ら 上 方 に 貫 通 す る よ う に 調 整 ね じ 195を 螺 着 し 、
こ の 調 整 ね じ 195に よ っ て テ ー ブ ル 本 体 17を 直 接 担 持 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 前 記 し た 実 施 例 で は 、 吸 着 プ レ ー ト 174を 通 気 性 の あ る 多 孔 質 部 材 で 構 成 し 、 吸
着 プ レ ー ト 174表 面 に 作 用 す る 負 圧 吸 引 力 に よ っ て ス タ ン パ を 固 定 保 持 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る が 、 従 来 技 術 と 同 様 、 吸 着 プ レ ー ト 174を 永 久 磁 石 で 構 成 し 、 磁 性 材 で 構 成 し た
ス タ ン パ を 磁 気 吸 着 力 に よ っ て 吸 着 プ レ ー ト 174に 固 定 保 持 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 光 情 報 記 録 媒 体 の 製 造 装 置 を 説 明 す る 断 面 構 成 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 上 記 装 置 の テ ー ブ ル 周 辺 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ （ ａ ） 】 ス タ ン パ に 形 成 さ れ た グ ル ー ブ の 最 外 周 見 切 線 を 撮 影 す る Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ と
そ の 映 像 を 映 し 出 す デ ィ ス プ レ イ 装 置 の モ ニ タ 画 面 の 概 要 全 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 装 置 の 特 に セ ン タ ー ピ ン を 制 御 す る 制 御 回 路 に お け る 処 理 の 流 れ を 説 明 す る
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 デ ィ ス ク 基 板 搬 入 工 程 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 基 板 貼 り 合 わ せ 工 程 の セ ン タ ー ピ ン 下 降 開 始 時 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 基 板 貼 り 合 わ せ 工 程 の 基 板 ・ 紫 外 線 硬 化 性 樹 脂 接 触 時 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 基 板 貼 り 合 わ せ 工 程 の 基 板 押 圧 開 始 時 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 基 板 貼 り 合 わ せ 工 程 の 基 板 押 圧 終 了 時 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 基 板 貼 り 合 わ せ 工 程 の 紫 外 線 照 射 時 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 光 デ ィ ス ク 剥 離 工 程 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 光 デ ィ ス ク 搬 送 工 程 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
10　 基 台
11　 セ ン タ ー ピ ン
12　 デ ィ ス ク 基 板 載 置 部 で あ る 弁 部 材
Ｔ 　 回 転 テ ー ブ ル
13　 回 転 テ ー ブ ル の 軸 部 で あ る 支 持 部 材
16　 受 け 台
17　 テ ー ブ ル 本 体
18　 ス タ ン パ
18a　 ス タ ン パ 表 面 に 形 成 さ れ て い る グ ル ー ブ の 最 外 周 見 切 線
19　 ガ イ ド リ ン グ
22　 加 圧 空 気 通 路
23　 加 圧 空 気 通 路
25　 駆 動 機 構
26　 制 御 回 路
29　 デ ィ ス ク 基 板
31　 重 り （ ガ ラ ス ）
32　 チ ャ ン バ
36　 レ ジ ン
40　 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ
42　 デ ィ ス プ レ イ 装 置
44　 モ ニ タ 画 面
170　 プ レ ー ト ケ ー ス
174　 吸 着 プ レ ー ト
176,182,212　 負 圧 室
Ｐ 　 負 圧 発 生 手 段 で あ る 真 空 源 （ 真 空 ポ ン プ ）
180　 バ キ ュ ー ム プ レ ー ト
187（ 187a,187b） 　 通 路
190　 レ バ ー 式 平 面 度 調 整 機 構
195　 調 整 ね じ
200　 水 平 移 動 調 整 機 構 で あ る マ イ ク ロ メ ー タ
201　 マ イ ク ロ メ ー タ の 摘 み
210　 吸 気 用 通 路 ま た は 加 圧 空 気 噴 射 用 通 路 （ 空 気 放 出 孔 ）
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ２ （ ａ ） 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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